
１．博物館が開催する展覧会・講座・イベントへの協力および参加

2．博物館の資料収集や調査活動の支援

1～3月10～12月7～9月5～6月

1～3月10～12月7～9月5～6月

（1）市立函館博物館で開催の企画展等の後援および見学会の実施

企画展「iいざ、お話の世界へ！梁川剛一没後40周年展」の見学会_7/19（日）予定

（2）ミュ－ジアムグッズ（R7年度博物館と未来大コラボ試作品）商品化への支援

博物館などからの商品化の企画・計画などの把握 商品化支援計画の策定・実施

（1） 「市民の声をアーカイブに」をコンセプトにした聞き取り調査の検討

コンセプトの検討、博物館との協議、調査方法・内容の検討 調査の実施、結果のまとめ、博物館または友の会HPへのアーカイブ公開

（2）特別史跡・五稜郭跡の文化価値を市民利用の実態を新聞記事などからの調査の検討

調査方法や調査票の検討 調査の実施（調査票への記載）

調査結果のまとめ（「博物館紀要
投稿、「友の会H」Pなどでの公開

＜市立函館博物館友の会・5月例会＞ 令和8（2026）年度事業計画（実行イメ－ジ） 2026.05.17

1.（1）担当：稲荷山 1.（2）担当：根本

2.（1）①担当：倉田 ②未定 2.（2）担当：根本



3．会員相互の親睦のための見学会や例会の開催

4．会報などの情報提供

1～3月10～12月7～9月5～6月

1～3月10～12月7～9月5～6月

（1）友の会会報74号（３月下旬）の発行

ペーパーレス化（HP掲載のみ。紙の会報はやめる）を検討する。会員からの例会などでの意見を踏まえて、年度末までに結論を出す。

会報73号
発行

（2）ガイドブック『函館の文化財』などの刊行物の頒布
維持管理に課題がある『函館の文化財』について、学生の郷土史サークルなどへの無償配布を検討する。

無償配布における課題抽出、無償配布先と部数の検討・配布

（3）ホームページからの情報発信

会員からの情報提供・発信を一つの柱にするため、会員が発見した地域の歴史・文化・調査研究成果・発表などを友の会HPに随時アップロードする。
事務局は会員から提供された情報について、随時 友の会ホームページへアップロード

（1）函館市内はじめ道南の博物館見学会の検討

会員の希望調査 道南の博物館見学会

（2）学習会（ミュージアムサロン）の実施（含む茶店などでの懇親会）

美術館・文化施設での学習会検討 美術館・文化施設での学習会実施

（3）スローガン「博物館で“共感”するとは何なのか」を考える

例会にてテーマ「例えば_博物館の役割の変化」などの講話後に「共感するとは何か」の意見交換

＜市立函館博物館友の会・5月例会＞ 令和8（2026）年度事業計画（実行イメ－ジ） 2026.05.17

3.（1）担当：山崎 3.（2）担当：山崎 3（3）担当：未定

4.（1）担当：稲荷山 3.（2）担当：稲荷山 3（3）担当：稲荷山



5．その他、本会の目的を達成するために必要な事業

1～3月10～12月7～9月5～6月

（1） 「博物館構想」のテーマに沿ったフォーラムの開催についての検討 検討結果
まとめ

（2） 「函館アカデミア」を通じての他の市民団体との協働・支援

函館アカデミア_No1 函館アカデミア_No2 函館アカデミア_No3 函館アカデミア_No4

（3）五稜郭の雑木の伐採のボランティア活動

ボランティア回数・時期・方法の調整 ボランティア実施（10月まで？）

（4）創立60周年記念事業にむけての準備 1970年（昭和45）10月設立・2030年が創立60周年

記念行事（例えば）記念誌の刊行、博物館との特別展共催や記念講演会・シンポジュウムなど）の検討

検討結果
まとめ

＜市立函館博物館友の会・5月例会＞ 令和8（2026）年度事業計画（実行イメ－ジ） 2026.05.17

5.（1）担当：未定 5.（2）担当：友の会参加者 5.（3）担当：稲荷山 5.（4）担当：未定


